
１ 主題構成表 

  主題名 「生き物に優しく」（小学校・低学年）       資料名 「ありとあぶらむし－なわ やすし」 

■ 内容項目 ３－（２） 

身近な自然に親しみ、動植物に優しい

心で接する。 

 ■ 内容項目から見た児童の実態 

（意識） 

・学級では、生き物の世話をす

る係に人気が集まり、教室で

飼育している金魚が餌を食べ

る様子に興味・関心をもつな

ど、身近な生き物と関わろう

とする意識は高い。 

・きれいな花が咲いていると、

摘み取って、自分のものにし

たくなる。 

・動植物の世話をしたいと思い

つつも、自分が他に遊びたい

から、いい加減に済ませよう

とする思いがある。 

（要因） 

・これまでに生き物を育てた経

験が少なく、命あるものを大

切にすることの難しさについ

て考える機会が乏しい。 

・生き物を育てたり、遊んだり

するなどして触れ合う中で喜

びが得られることへの気付き

が弱い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 資料の分析 

・主人公のやすしは、おじいさん

が大事にしているばらに元気

がないことが気になり、ばらの

株に付いたあぶらむしとあり

の様子を注意深く観察するよ

うになる。 

・やがて、あぶらむしがばらの汁

を吸うことやありがあぶらむ

しから蜜をもらい、お返しに引

っ越しを手伝っていることな

どを明らかにする。 

・やすしの何気ない動植物の様子

から、疑問に思ったことを調べ

たり、観察したりしたことを取

り上げ、興味・関心をもってそ

の解決に取り組むことの素晴

らしさに気付かせる。 

・昆虫が互いに仲良くしながら生

きていることや、そうした生き

物のことが大好きになるやす

しに共感することを通して、身

近な動植物と触れ合い、親し

み、優しい心で接しようとする

心情を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 価値の分析 

・動植物に優しく接する心は、身のまわ

りの自然環境を守り育て、他の生物と

の共生を実現する上で大切なもので

ある。 

・この時期の児童は、動植物に対して関

心をもち、自分から進んで関わろうと

する。しかし、物事を自分中心に捉え

がちになることや世話の仕方を知ら

ないことなどから、生き物を死なせて

しまうことがある。 

・動植物と十分に遊ぶなど、触れ合う体

験を積むとともに、動植物の飼育栽培

を各自が経験し、試行錯誤を重ねなが

ら育てることの喜びや大変さを実感

する中で、動植物への愛着等を育んで

いくことが大切である。動植物に優し

い心で接し、大切に育てようとする心

情は、相手や友達を思いやる心や命を

大切にする心につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

■ ねらい 

身のまわりの動植物に興味・関心をもって調べたり、触れ合ったりすることで、不思議さやおもしろさに 

 気付き、生き物には優しく接し、大切に育てようとする心情を育てる。 

 

 

 

■展開の構想                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第２次岐阜県教育ビジョン＞ 

基本目標２ 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 の中で、本時特に授業者として意識して関わらせたい

事項について、端的に表す。 

■ 展開の構想 

・身のまわりの動植物に興味・関心をもち、

見付けた疑問を解決しようと観察するやす

しのひたむきさに共感させる。 

・あぶらむしとありが互いに仲良くしている

様子の不思議さやおもしろさに触れたこと

で、更に探究しようとする意欲が喚起され

たことに気付かせる。 

・あぶらむしとあり以外の昆虫についても調

べたことで、知らなかったことが分かるよ

うになり、今まで以上に昆虫のことが好き

になっていったことに気付かせる。 

・普段、子どもたちが動植物を大切にしてい

る様子を取り上げ、価値付ける。 

■ 基本発問（◎中心発問） 

○学校から帰ってきたやすしは、どんな気持ちで、

ばらの側に座り込んでいたのでしょうか。 

 

◎やすしが、仲良く生きているあぶらむしやありの

ことをますます好きになったのはどうしてでし

ょうか。やすしになってつぶやいてみましょう。 

 

○やすしは、いろいろな昆虫についても観察を続け

ながら、どんな気持ちでいたでしょうか。 

 

○これまで皆さんは、どんなことに気を付けて、生

き物のお世話をしたり、一緒に遊んだりしてきま

したか。 

■「わたしたちの道徳」の活用（ 授業前 ・ 授業中 ・ 授業後 ・ 活用しない ） 

（活用の仕方）「生きものにやさしく」（Ｐ.１０２）に、生き物をどのような気持ちで育てたかを記入

させておく。 



 


